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我が国の基礎研究の課題
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我が国の研究水準の低下が叫ばれて久しい。６月１７日付日経紙は
トップ１０％の論文数シェア（2012～2014年平均）は５％でスペ
インやオーストラリアに後れを取って世界第１０位と報じた。研究
費の減少が原因と言われているが、欧米では違った見方をしている。
文化の閉鎖性にあるという。
我が国の研究活動の凋落を防ぐ期待も担って、世界トップ研究拠点
形成(WPI)プログラムは2007年に５拠点でスタートした。各拠点に
毎年14億円の予算配分、10年継続というかってない大型予算が組ま
れたこのプログラムは本年３月をもって第１期が終了した。果たし
てどのような成果が得られたのか、見えてきた課題はあったのか？
本報告ではWPIプログラムのねらいと内容を紹介しつつ、我が国の
おかれた基礎研究の課題などについても議論したい。
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